
　
そ
う
し
た
同
校
だ
が
、
開
校
当
初
は
生
徒
指
導
が

課
題
だ
っ
た
。
教
師
は
、
生
徒
が
落
ち
着
い
て
授
業

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
服
装
や
挨
拶
の
指
導
を
徹
底

し
、
生
徒
の
規
範
意
識
の
向
上
に
努
め
た
。
生
徒
指

導
を
基
盤
と
す
る
学
校
文
化
は
今
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
と
、
内
藤
俊し

ゅ
ん

治じ

校
長
は
語
る
。

　「
本
校
に
赴
任
し
た
時
に
強
く
感
じ
た
の
は
、
生

徒
が
成
長
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
第

一
に
考
え
る
、
先
生
方
の
意
識
の
高
さ
で
し
た
。
生

徒
が
不
安
定
な
時
ほ
ど
、
教
師
は
前
向
き
な
姿
勢
で

生
徒
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
指
導
に
力
を
入

れ
て
き
た
経
験
が
、
教
師
と
し
て
の
し
っ
か
り
と
し

た
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
指
導
と
と
も
に
、
同
校
が
開
校
か
ら
一
貫
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
多
様
な
希
望
進
路
に
応

え
る
進
路
指
導
だ
。
４
学
科
８
コ
ー
ス
を
擁
す
る
た

め
、
進
学
・
就
職
の
い
ず
れ
も
希
望
分
野
は
幅
広
く
、

外
部
の
資
格
・
検
定
試
験
を
受
験
す
る
生
徒
も
多
い
。

　
そ
う
し
た
中
で
課
題
だ
っ
た
の
が
、大
学
進
学
指

導
だ
。就
職
希
望
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、大

学
進
学
志
望
者
が
周
り
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
て
進
路

変
更
を
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。ま
た
、教
育

課
程
は
専
門
科
目
に
即
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
特
に

国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
場
合
は
５
教
科
の
個
別
対

策
が
必
要
で
あ
り
、生
徒
も
教
師
も
、部
活
動
で
の
実

績
を
生
か
し
て
、指
定
校
制
に
よ
る
学
校
推
薦
型
選

抜
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
か
っ
た
と
い
う
。

　
開
校
以
来
、
放
課
後
週
２
回
、
希
望
者
を
対
象
に

国
語
・
数
学
・
英
語
の
補
習
講
座
「
放
課
後
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
タ
イ
ム
（
以
下
、放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
）」
を
行
っ

　
福
井
県
立
坂
井
高
校
は
、
食
農
科
学
科
、
機
械
・

自
動
車
科
、
電
気
・
情
報
シ
ス
テ
ム
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
・

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の
４
学
科
８
コ
ー
ス
を
擁
す
る
県

内
最
大
規
模
の
総
合
産
業
高
校
だ
。
２
０
１
４
年
度
、

複
数
の
専
門
高
校
・
学
科
が
統
合
し
て
開
校
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
県
大
会
上
位
入
賞
、
お

菓
子
の
商
品
開
発
・
販
売
な
ど
、
生
徒
は
各
コ
ー
ス

の
専
門
性
を
発
揮
し
て
活
躍
す
る
ほ
か
、
17
年
度
に

は
、
野
球
部
が
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に

初
出
場
を
果
た
す
な
ど
、
部
活
動
も
盛
ん
だ
。

変
革
の

専
門
性
を
生
か
し
て
就
職
す
る
生
徒
が
多
い
中
、

大
学
進
学
志
望
者
へ
の
支
援
が
課
題
に

背
景

学校概要

◎設立	 2014（平成 26）年
◎形態	 全日制／食農科学科、機械・自動車科、

電気・情報システム科、ビジネス・生活
デザイン科／共学

◎生徒数	 １学年約 250人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、
福井大、福井県立大に５人が合格。私立大は、金
沢工業大、仁愛大、福井医療大、福井工業大、岐
阜協立大、同志社大などに延べ 30人が合格。短
大・専門学校進学 58人。就職 137人。

No.279
指導変革の軌跡

福
井
県
立
坂
井
高
校

大
学
進
学
志
望
に
応
え
る
学
校
改
革

放
課
後
講
座
を
一
新
し
、総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に

対
応
し
た
進
路
探
究
な
ど
を
通
じ
て
、思
考
力
や
表
現
力
を
育
成
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て
い
た
が
、
そ
れ
に
も
課
題
が
あ
っ
た
と
、
進
路
指

導
部
長
の
出
口
浩ひ

ろ
ふ
み史
先
生
は
語
る
。

　「『
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
』
は
、
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定

着
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
進
学
志
望
者

と
、
授
業
の
補
習
の
希
望
者
が
混
在
し
て
い
た
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応
し
た
指
導
を
し
き
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
講
座
を
担
当
す
る
教
師
か
ら
、
何

に
取
り
組
ま
せ
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
声

が
進
路
指
導
部
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　「
こ
の
ま
ま
で
は
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
つ

な
が
ら
な
い
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
19
年
度
、
進

路
指
導
部
進
学
担
当
の
上
野
早
苗
先
生
を
中
心
と
す

る
「
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
」
の
改
革
に
着
手
し
た
。

　
ま
ず
、
講
座
の
目
的
を
、
４
年
制
大
学
と
医
療
看

護
系
学
校
の
進
学
志
望
者
、
及
び
公
務
員
就
職
希
望

者
へ
の
支
援
に
絞
っ
た
。
次
に
約
30
人
の
受
講
希
望

者
に
進
路
志
望
調
査
を
実
施
し
、
進
学
の
目
的
、
志

望
大
学
・
学
部
・
学
科
名
、
受
験
予
定
の
入
試
方
式
、

志
望
校
へ
の
思
い
、
受
講
へ
の
意
気
込
み
、
自
分
が

身
に
つ
け
た
い
と
考
え
る
力
に
つ
い
て
書
か
せ
た
。

そ
し
て
、
進
路
指
導
部
の
教
師
は
、
受
講
希
望
者
の

か
を
テ
ー
マ
に
し
た
課
題
に
週
１
回
取
り
組
む
こ
と

に
（
図
１
）。
そ
し
て
、
志
望
校
の
入
試
に
必
要
な
教

科
の
学
習
に
は
、「Classi

」
の
学
習
動
画
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
個
別
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　
１・２
年
次
に
段
階
的
に
進
路
意
識
や
教
科
学
力
、

思
考
力
・
表
現
力
等
を
高
め
て
い
き
、
３
年
次
は
、

志
望
校
の
入
試
に
応
じ
た
個
別
指
導
を
行
う
。
ま
た
、

公
務
員
試
験
対
策
に
特
化
し
た
講
座
も
、
１
〜
３
年

生
を
対
象
に
設
け
た
。

志
望
大
学
・
学
部
に
絞
っ
て
、
総
合
型
・
学
校
推
薦

型
選
抜
の
小
論
文
や
面
接
な
ど
の
試
験
内
容
、
必
要

な
資
格
・
検
定
試
験
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
３
年
間

の
講
座
の
内
容
を
決
め
て
い
っ
た
。

　「
本
校
を
『
進
学
で
き
る
学
校
』
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、『
進
学
校
』
に
し
た
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。『
希
望
進
路
の
実
現
』
と
い
う
ゴ
ー
ル
か
ら

逆
算
し
て
、
入
学
時
か
ら
す
べ
き
こ
と
を
考
え
、
１

〜
３
年
次
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し

た
。
必
然
的
に
、
当
時
進
行
し
て
い
た
大
学
入
試
改

革
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
や

大
学
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
も
深
く

考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
環
境
変
化

の
中
で
も
、
就
職
率
を
維
持
し
つ
つ
、
大
学
進
学
志

望
も
か
な
え
る
学
校
と
な
り
、
地
域
か
ら
の
信
頼
を

さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
」（
上
野
先
生
）

　「
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
」
は
、
次
の
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。
１
年
次
は
、
学
習
習
慣
と
基
礎
学
力
の
定

着
を
目
的
と
し
て
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
指
導
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
週
２
回
実
施
。
加
え
て
、ベ
ネ
ッ

セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
＊
１
）
の
テ
キ

ス
ト
及
び
学
習
動
画
を
活
用
し
、
生
徒
が
各
自
で
家

庭
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
（
22
年
度
か
ら
は
、

「Classi

」［
＊
２
］
を
活
用
）。

　
２
年
次
は
、
小
論
文
・
面
接
で
求
め
ら
れ
る
思
考

力
や
表
現
力
の
向
上
を
目
的
と
し
、「
進
路
探
究
」「
論

理
言
語
力
」「
現
代
の
課
題
」「
小
論
文
」
の
い
ず
れ

＊１　ベネッセが提供する、これまでの学びの積み残しをなくし、これからの学びの積み上げをサポートする、学習・診断を一体化した教材。　＊２　株式会社ベネッセ
ホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。　＊３　ベネッセの「Literas	
論理言語力検定」の対策教材で、言語力の育成や社会への理解を深めることをねらいとした教材。詳細はP.59参照。

毎週水曜日の放課後 50分間。６〜３月で合計17回＋夏季休業中
４回＋実力診断テスト２回

①使える知識・技能［学力］の習得、②思考力・表現力の育成、③
主体性・協働性の伸長を目的として、毎回、次の４つのいずれかを
テーマにした課題を実施。
進路探究：学習プランの作成、夏季休業中の取り組みの共有など。
論理言語力：「Literas	論理言語力検定	ワークブック」（＊３）を活
用して、読解力や聴解力などを育成。
現代の課題：環境、福祉など、分野ごとに現代の課題について学び、
自身の志望分野との関連性を考える。
小論文：小論文の書き方を学ぶ。
ほかにも、夏季休業中の課題として、オープンキャンパスの参加レ
ポートや志望分野に関する書籍を読んだ感想レポートなどがある。

実施回数

実施内容

大
学
合
格
と
い
う
ゴ
ー
ル
か
ら
逆
算
し
て
、

１
・
２
年
次
の
放
課
後
講
座
を
組
み
立
て
る

変
革
の
一
手

図１	「放課後パワーアップタイム」２年次の講座内容

※学校資料を基に編集部で作成。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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一
新
し
た「
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
」の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、講
座
内
容
に
加
え
、今
後
の
社
会
の
変
化
と
、
そ

の
社
会
を
生
き
て
い
く
生
徒
が
卒
業
ま
で
に
身
に
つ

け
て
お
き
た
い
資
質
・
能
力
、
さ
ら
に
大
学
入
試
改

革
の
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
た
資
料
を
作
成
し
、
進

路
指
導
部
の
教
師
が
各
教
科
に
説
明
し
て
回
っ
た
。

　「
大
学
入
試
対
策
と
言
え
ば
、
教
科
学
力
を
強
化

す
る
指
導
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で
、
先
生
方
か
ら
は
、

総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
対
策
を
中
心
と
し
た

『
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
』
の
内
容
で
大
丈
夫
な
の
か
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
入
試
が
変

わ
る
こ
れ
か
ら
は
、
思
考
力
や
表
現
力
な
ど
を
高
め
、

社
会
課
題
に
対
す
る
意
見
を
し
っ
か
り
持
た
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
国
公
立
大
学
の
合
格
も
目
指
せ
る

と
、
粘
り
強
く
説
明
し
ま
し
た
」（
上
野
先
生
）

　
出
口
先
生
は
、「
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
」
に
意
欲
的
な

教
師
を
進
路
指
導
部
に
配
置
し
、
取
り
組
み
を
後
押

し
し
た
。
進
路
指
導
部
進
学
担
当
の
前
田
圭
佑
先
生

は
、
小
論
文
指
導
の
協
力
を
す
べ
て
の
教
科
に
呼
び

か
け
た
と
い
う
。

　「
部
活
動
を
頑
張
り
、
さ
ら
に
希
望
進
路
を
か
な

え
よ
う
と
『
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
』
に
も
真
剣
に
取
り
組

む
生
徒
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
、
先
生
方
に
生
徒

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
多
く
の
教
師
に
見
守

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

　
進
学
意
識
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
同
校
は
、21
年
度
、

文
部
科
学
省
「
マ
イ
ス
タ
ー・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」（
以

下
、
Ｍ
Ｈ
）（
＊
４
）
の
指
定
を
機
に
、
資
質
・
姿
勢

ベ
ー
ス
の
共
通
認
識
構
築
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

シ
ョ
ン
も
高
ま
る
と
考
え
ま
し
た
」　

　
す
る
と
、
以
前
よ
り
小
論
文
指
導
の
中
心
を
担
っ

て
い
た
国
語
科
に
加
え
、
理
科
・
数
学
科
が
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
対
策
の
個
別
指
導
に
あ
た
る
よ
う
に

な
っ
た
。
政
治
・
経
済
の
講
座
は
地
理
・
歴
史
科
の

教
師
が
、
医
療
・
看
護
の
講
座
は
養
護
教
諭
が
講
師

を
務
め
る
な
ど
、
教
科
を
超
え
、
全
校
で
指
導
に
あ

た
る
体
制
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
工
業
科

の
授
業
で
課
題
研
究
を
工
夫
す
る
と
、
生
徒
が
自
身

の
志
望
を
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
」
の
成
果
は
す
ぐ
に
表
れ
た
。
一

新
し
た
２
年
目
に
行
わ
れ
た
21
年
度
大
学
入
試
で

は
、
国
公
立
大
学
に
４
人
が
合
格
。
翌
22
年
度
大
学

入
試
で
は
、
過
去
最
高
の
５
人
が
合
格
し
た
。

　
そ
う
し
た
先
輩
た
ち
の
姿
に
刺
激
を
受
け
、
生
徒

の
学
習
姿
勢
は
前
向
き
に
な
っ
た
。
途
中
か
ら
で
も

「
放
課
後
Ｐ
Ｕ
Ｔ
」
を
受
講
し
た
い
と
い
う
生
徒
や
、

３
年
生
に
な
っ
た
ら
１
日
で
も
早
く
個
別
指
導
を
受

け
た
い
と
申
し
出
る
生
徒
も
い
る
。

　「
国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
が
急
増
し
た
こ
と
で
、

先
輩
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
、
大
学
に
進
学
し
、

専
門
分
野
の
知
識
や
技
能
を
高
め
て
か
ら
就
職
し
よ

う
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
観
の
変
化
も
起
き
て
い
ま
す
。

入
学
当
初
か
ら
大
学
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
進
学
も
で
き
る
学
校
』
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
、
地
域
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ

ま
す
」（
出
口
先
生
）

＊４　第４次産業革命の進展、デジタルトランスフォーメーション、６次産業化等を踏まえ、産業界と専門高校が一体・同期化して職業人育成システムの構築を目指す事業。  

進
路
指
導
部
進
学
担
当
、
2
学
年
担
任

前
田
圭
佑　
ま
え
だ
・
け
い
す
け

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

数
学
科
。

進
路
指
導
部
進
学
担
当
、
3
学
年
主
任

上
野
早
苗　
う
え
の
・
さ
な
え

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
8
年
目
。

国
語
科
。

進
路
指
導
部
長

出
口
浩
史　
で
ぐ
ち
・
ひ
ろ
ふ
み

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
9
年
目
。

国
語
科
。

校
長内

藤
俊
治　
な
い
と
う
・
し
ゅ
ん
じ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
4
年
目
。

Ｍ
Ｈ
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

南
良
一　
み
な
み
・
り
ょ
う
い
ち

教
職
歴
40
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

数
学
科
。

変
革
の
　
　
　
・

成
果

展
望

文
部
科
学
省
の
事
業
指
定
を
機
に
、

学
科
共
通
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
姿
勢
を
策
定

社
会
の
変
化
と
大
学
入
試
改
革
を
踏
ま
え
、

教
科
を
超
え
て
教
師
の
協
力
を
得
る
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Ｍ
Ｈ
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
南
良り

ょ
う

一い
ち

先
生
は
、
そ

の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
全
生
徒
が
対
象
の
Ｍ
Ｈ
事
業
を
通
じ
て
、普
通
教

科
・
専
門
教
科
の
教
師
が
、
学
科
横
断
で
連
携
し
て

先
端
研
究
や
地
域
連
携
に
取
り
組
む
こ
と
で
、そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、学
校
全
体
と
し

て
の
特
色
を
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、ま
ず
は
本
校
で
身
に
つ
け
る
べ
き
全

コ
ー
ス
で
統
一
し
た
『
学
び
に
向
か
う
姿
勢
』
の
共

通
認
識
を
、教
師
間
、そ
し
て
教
師
と
生
徒
の
間
で
持

て
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

　
Ｍ
Ｈ
事
業
の
概
要
を
示
し
た
「
生
徒
活
動
概
念
図
」

（
図
２
）
で
は
、
Ｍ
Ｈ
事
業
で
育
成
を
目
指
す
人
材
像

に
近
づ
く
た
め
の
土
台
に
、「『
学
び
の
姿
勢
』
坂
井

高
校
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
位
置
づ
け
た
。
現
在
、
そ

の
具
体
的
な
内
容
を
、
７
人
の
教
師
か
ら
成
る
「
学

び
の
姿
勢
グ
ル
ー
プ
」
が
中
心
と
な
っ
て
検
討
し
て

い
る
。同
グ
ル
ー
プ
で
は
、全
教
師
に
生
徒
の
強
み

と
弱
み
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
現
状

を
整
理
し
た
上
で
、「
育
成
を
目
指
す
人
材
像
」
と
、

そ
の
達
成
に
向
け
て
育
成
す
る
３
つ
の
力
を
設
定（
図

３
）。
そ
の
３
つ
の
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
具
体
的

な
場
面
と
し
て
、「
授
業
」「
提
出
物
」「
清
掃
」「
友

達
関
係
」
な
ど
を
挙
げ
、
各
場
面
に
お
け
る
行
動
目

標
と
評
価
規
準
を
作
成
し
た
。
22
年
３
月
末
に
作
成

し
た
原
案
を
、４
月
以
降
、職
員
会
議
で
議
論
し
な
が

ら
練
り
上
げ
、
22
年
度
中
の
運
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　「『
坂
井
高
校
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
、
Ｍ
Ｈ
事
業
指
定
終
了
後
も
継
続
す
る
も
の

と
す
る
た
め
、
事
業
で
育
成
を
目
指
す
人
材
像
を
意

識
し
つ
つ
、
校
訓
を
踏
ま
え
た
も
の
に
し
ま
し
た
。

行
動
目
標
や
評
価
規
準
は
、
生
徒
が
各
目
標
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
文
言
に
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
原
案
を
基
に
全
教
師
で
議
論

を
重
ね
、
本
校
の
伝
統
と
し
て
継
承
し
て
い
く
、
ま

さ
に
『
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
と
な
る
内
容
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
上
野
先
生
）

　
Ｍ
Ｈ
事
業
の
中
心
で
あ
る
地
域
連
携
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
の
活
動
が
中
止
と
な
っ
た
が
、

全
コ
ー
ス
合
同
の
課
題
研
究
発
表
会
を
22
年
２
月
に

初
め
て
実
施
し
た
。
実
施
後
の
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
他
コ
ー
ス
の
発
表
に
刺
激
を
受
け
た
」
と

い
っ
た
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　「
学
科
横
断
で
課
題
研
究
を
行
お
う
と
い
っ
た
声

が
、
教
師
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
す
。
他
コ
ー
ス
の
学

び
を
知
る
こ
と
で
、生
徒
は
様
々
な
産
業
が
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
経
験
は
、

大
学
進
学
後
や
就
職
後
に
も
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で

す
。『
坂
井
高
校
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』に
よ
っ
て
、生
徒
や

教
師
の
認
識
が
共
通
の
も
の
と
な
り
、『
放
課
後
Ｐ
Ｕ

Ｔ
』
を
始
め
と
す
る
従
来
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、

一
層
の
成
果
が
出
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
南
先
生
）

指導変革の 福井県立坂井高校軌跡

図 2	 「マイスター・ハイスクール」に
おける「生徒活動概念図」

図 3	 「坂井高校スタンダード」のグランドデザイン案

※学校資料をそのまま掲載。

オレンジ色の吹き出しは、同校の校訓。　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

育成を目指す人材像
地域の課題と地元企業の価値を理解し、持続可能な次世代の地域産業を担う人材

❶❷❸の３つの力について、具体的シーンを設定した行動目標と評価規準を生徒に示す。

❶自ら考え、正しく判断し、
主体的に行動できる力

❷互いの能力や特性を
尊重し、ともに高め合う力

知識・技術
❸技能・技術習得の基礎となる知識・思考力

創造

協働自主

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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